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Satamo 
パナン ペ アン ベナンペ アン ヒネ 、 ンラン ヒケ  バナン ベ     サン アクス  フンペ マ ン 
P 細荻 pe  卸 P 色n 飢 pe  荻 hmne  sir 皿 h 正 e,P 紬旭 pe  plsta  s ㎝ 衣usu,h 皿pe  y㎝ 
ヒネ アン。 アッ ケテク ヘム ヤンワ アン。 ヒ ク スアッ ケテク オロ ウンフンペチャ アチャ ア ヒネ 。 
hine  祖ll).  荻氏etek  h0m  y 飢 wa  加2). hlkusu  a 丘 ketek  orⅡn  hunpe  ca a  ca  a  hine, 
ライトシカハイキリ カラ ヒ ネオラ カシ タ アン ヒネ   
raytoskaha@ikiri@kar@hine@ora@kasi@ta@an@hfne ， 
「アッ ケテク ホ ブ ニ ホ ブニ 、 アッ ケテク ホ ブニ ホ ブニ 。 」 
"akketekhopunlhopuni,akketek  hopumlhopuml." 
セコロ ハウェアン ア クス、 トオ ホ ブニ ヒ ネ オラ /  ウニ バク /  エク ヒネ ウニ ソイケ タ 
  sekorhawe 町 akusu, too  hopunlhine  oranounlpakno  ek  hlne  unl soyke  ta
トウル セヒネ 、 オラ /  フンペ リカ ポロン /  コロ ワ エク ペ ネ クス エヤ イコ プンテクワ、 エ コロ 
抽 ㎎ e  ㎡ne,o ア荻D  hunpe  田ひporonno  korwa  ek  pe  ne ㎞Su eyaykopuntek  w 窩 ekoT 
エヤ イコ プンテク シ /  エニシ バネ コ D  アンアクシ、 オロ タ ペナンベエ ク ヒネ ， 
eyaykopuntek  sinoemsp ㎝ Hekoranl3)alkus,orotaPen 町 npeekhmne, 
「イトウラウェンクルエ ネアプマ クエイキ工員シ バネ ? 」 
‥ ltu Ⅰ aawe ⅡⅡu Ⅰ eneapmake Ⅲjemsp 町rle?" 
セコロ、 ウ タエベケシメ ヒ クス、 
sekor,uwepekennuhlkulsu, 
「エク、 イベコロア エ パシクマ コ Ⅱ 
10 "ek,（pe〔or‖epaskuma〉o!" 
セコロ 、 イエアクス、 
sekor,yeakusu, 
「ホン キ タ ソチ ヌ ロクベ ! 」 
‥ hoski ぬ scmnurokpel" 
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(13) ホタテ 貝 飛べ 
平賀 サダ ( サダ モ ) 
パナン ペ ( 川下男 ) とべナン ペ ( 川上 男 ) がいました。 パナン ぺ が浜に 
下りて行きますと、 クジラがあ がっていました。 ホタテ貝もあ がってい 
ました。 ですから、 ホタテ貝の中ヘクジラをかきとっては 入れ、 かきニーネ 1) 発音は0民話の語り口 y 抽 f のneヤ 
とっては入れして、 肉の山積みをいくつもいくつも 作って、 それからそ 調の特徴の一つ。 2)akketekhem    
の上に乗って、 アッ ケテク ヘム‥．の 
前にⅢ kusu ヒクス 
「ホタテ 貝 飛べ 、 飛べ、 ホタテ 貝 飛べ 、 飛べ 口 ( だから ) と言いかけ 
て言い直した。 
3)ko の的Ⅱコーラン と 
発音している。 民話の 
     口調の特徴の 一 
つ 。 
と 言いますと、 ずうっと遠く 飛んで、 家まで来て、 家の門口の所 
に落ちました。 そして、 クジラの胎内をたくさん 持って来たものですか 
ら、 喜んで、 食べながら喜び、 それでたいそう 裕福になっていきます 
と、 そこに ぺ ナン ぺ がやって来て、 
「おれと同じ 貧乏人だったのに、 どうやって金持ちになった ?」 
とたずねましたから、 
「おいで、 食べながら教えてあ げよう !」 
とパ ナン ぺ が言いますと、 
「おれが先に 聞いたんだ ! 」
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ベ ナノベ       サン ヒ ネ オラ アッ ケテク ヤン   アン   クス   オロ ウン ソ、 ノ / カ アゾケテタ 
Pen 杣pepjslas 抽 hlneora 杣女etek  y㎝ wa 旭 hikusu,orounsonno  ka 燕 ke色k
ヘムアン、 フンペヤ ンワ アン ヒ クス、 アツ ケテクシク / エアシリカ ヌ プリ ネ チャ ヒ ネイキリ カラア 
hem  an@hunpeyanwa 班 l ㎡ kusu@akke 垣 slknoeaslrkanupurhnecahineIkirik 町 a 
カ ラ   ヒ ネ オラウン   カシ      ヒ ネオラウン ネ /   ヤク ネ  トゥナ シ / ウ ニ   ア ラ バ   
kar@a@hfne@oraun,@ kasi@ ta@ ashine@oraun@ neno@ e@yakne,@ tunasno@uni@ ta@arpa@ wa 
エヤ イコ プンテク ルスイ クシ  
5eyaykopunlekrusuy  kus, 
「アッ ケテク ホ ブニ ホ ブニ、                   アツケテク ホ ブ ニホ ブニ 。 」 
" オれ Ce ㎏ khopumlhopuml. な Ⅱ Jcetekhop ㎝ 且 hopum Ⅱ akketek  hopumlhopunl." 
セ コ口  ソモ ヘセ   ハウエアン ア ク ス オラノ ホフ エ ネ ファツケテク  ヒ ネ ト オ フ    
sekor ， somo@hese@no@hawean@akusu@orano@hopuni@nea@akketek@ki@time@toop@nis 
オロ ベカ ホ ブニヒみ 、 ウニ ヒ アッカリ フア ヲパヒみ 、 フナク タ イウォロオロ タ リクベカ ア エヤ プ キリ 
orp 芭ト kahopunihine,unihi 臣 K Ⅱ 士 く % 五 wa 町 pall Ⅰ 伍 e,hunak  taiworo Ⅰ lta 戸上 k  pさ耳 ka ㏄ y 乙pkl ィ 
ヒネ トゥ ライウェンライキ。 クス イ テキペナンベイコイサンパ ! 
hfneturaywenrayki. ㎞ su teklPen ㎝ pe 化oys ㎝ pa! 
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と 言いながら、 ペナンぺは覚へ 出て 、 浜に下りて行きました。 
ペナン ぺ が 供 へ下りて行って、 そしてホタテ 貝があ がっていました 
ので、 その中へ、 本当にホタテ 貝もあ りましたし、 クジラがあ がってい 
ましたので、 ホタテ 貝 いっぱいに、 それこそ、 山のようにかきとって 入
れ、 たくさんの山を 次々に作って、 それからその 上に立って、 それか 
ら、 こんなふうなら、 早く家に帰って 喜びたいと思いましたので、 
「ホタテ 貝 飛べ、 飛べ、 ホタテ 貝 飛べ、 飛べ、 ホタテ 貝 飛べ、 飛べⅡ 
と、 息もつかずに 言いましたところ、 そのホタテ貝は 飛び上がっ 
て、 ずうっと遠く 空を飛んで行き、 家を通り越して 行って、 ペナン ぺ は 
どこか m 奥で、 高 い 所からほうり 出されて、 ひど ぃ死に方で死んでしま 
いました。 ですから、 ペナン ペ、 ひとまねをしてはだめですよ ! 
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